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スペ イン語 のい わゆ る非人 称
お よび受動 のse
寺 崎 英 樹
1.再 帰動詞が多 用され るとい うことは,ロ マンス系 言語 の一つ の特徴で
あろ うが,中 で もスペ イソ語の場 合は,そ の用法が広範 囲にわ たっているた
めに,こ れを文法 の中で どの ように体系 づけ るか とい うことは,従 来か ら大
きな問題 とな っている。
問題 を複雑に している一要 因は,特 に3入 称 の再帰代名詞seの 用法が拡'
大 して,本 来の意味 では,再 帰的(reflexivo)とは言えない再帰文が形成 さ
れ る こと,さ らには,再 帰文 とみなす ことが不適 当な場 合 もふ くむ,い わゆ
る非 人称(impersona1)のseの構文が発達 している ことであ る。 前者の う
ち,代 表的なのは,再 帰受動文 といわれる もので ある。
このse非 人称文 と再帰受動文 とは,発 生過程では,も ちろんの こと,共
時的に も密接 な 関係が あ るもの とみ られ る。 しか し,そ の取扱 いに ついて,
は,議 論の分れ る ところであ る。 ここでは,い わゆ る非人称お よび再帰受動
のseを ど う考え るべ きか,両 者は ど うい う関係 にあるか,と い ラことを考
察 したい。 なお,以 下では,意 味 の如何にかかわ らず,形 式上,与 格 ・対格
の再帰代名詞を とる動詞 は,再 帰動詞 とよぶ。
2.下 記の文
(1)Sevendeestacasa.
(2)Sevendenestascasas.
(3)Sevendeestascasas.
について,た とえば,Gili(1961,126ss・)の見解に したが って 判 断す る と,
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(1)と(2)は非 人 称 受 動 文,(3)は非 人 称 能 動 文 と さ れ る 。(1)と(2)が受 動 と さ れ る
の は そ の 主 語 がpacienteであ り,人 称,数 の 呼 応 が 動 詞 と の 間 に あ る た め
で あ っ て,seは 受 動 と 非 人 称 を あ わ せ 示 す 記 号 で あ る と され る 。 こ れ に 対
して 、(3)のよ うな 場 合 は 、estascasasとsevendeとの 間 に 呼 応 が な く、
ゆ え に 前 者 は 後 者 の 主 語 で は な く、 非 人 称 のseを 主 語 と す る 非 人 称 能 動 文
と さ れ る。
P6rez-Rioja(1954,365s・)によ る と,(1)と(2)のよ うな 場 合 は,再 帰 的 な
seの 非 人 称 の た め にagenteが 表 現 され て い な い 再 帰 受 動 文 で あ る 。 一 方,
再 帰 受 動 文 に 似 て い る が,主 語 の な い もの は 再 帰 非 人 称 文 で あ る と さ れ て い
る 。 そ の 例 と して 揚 げ られ て い る の は,
(4)Sevivebienaqui.
(5)Nosefumaenlasbibliotecas.
の よ うな 自動 文(oraci6nintransitiva)ない しは,補 語 が 表 現 さ れ て い な
い 他 動 詞 の 擬 似 自動 文(oraci6nseudo-intransitiva)であ っ て,(3)のよ うな
場 合 は,ど の よ うに 分 類 され る の か 必 ず し も 明 らか で な い 。 しか し,主 語 と
動 詞 と の 呼 応 が 破 られ て い る再 帰 受 動 文 と考 え て い る よ うで あ る。
GiliもRiojaも(1)と(2)は,agenteが表 現 され な いsegundadepasiva
で あ り,seは 非 人 称 性 を 含 意 す る と い う点 で は 一 致 して い る。 しか し,
(6)sevendeestacasaporJuan.
の よ うにagenteが 表 現 され る,ま れ な 場 合 も 存 在 し,(1)と(2)もprimera
depasivaに転 化 す る可 能 性 を 宿 して い る と考 え られ る か ら,非 人 称 文 と 断
定 す る こ と に は 疑 問 が あ る 。 しか し,② お よび(6)を受 動 文 とみ る こ とは,一
般 的 な 見 解 で あ ろ う。 こ の 場 合,(6)はagenteが表 現 さ れ て い て,estacasa
がstijetoPacienteとみ な され るか らで あ る 。
(1)Giliは,非人称受 動 と再帰受 動を区別す る.後 者 は,次 の よ うな例をふ くむ.
(a)Laparedsehundi6conelpesodela七echumbre.
(b)Lospajarossealborotaronporelruido.
その区別 の根拠 は,明 らかでないが,こ れ ら動詞 は 、有生物 を主 語 とす ること も可
能 であ る ことが 指摘で きる.し か し,後述 の理 由に よって,上 記の文 の(a)は非能動,
(b)は能動 の再帰文 と考 え られ る.
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これ に反 して,(3)は,Giliの取扱いにおけ る よ うに(4),(5)などと同類 の非
人称文 とされ るのが一般的であ る。 しか し(1)のようにGiliが主語 とみなす
ものが単数の場 合は,受 動 とも非人称 とも解釈が可能であ って,議 論の的 と
なっている。
3.最 近,Jordan(1973)は,(1)一(3)すべ てを 含む ような場 合 を非人称
能動文 とみなす見解 を明 らかに している。そ の見解 を要約す ると,次 の よ う
に なる。
この種の構文 の基本的要素は(2)非人称性,(b)能動態,(c)seは主語,の3
点であ る。seは 不 定の主語 で あ り,し たが って,こ れ らの文 は,す べて能
動態 であ り,(2)のような例 で,動 詞 との呼応ゆ えに補語(estascasas)を主
語 とみなす,つ ま り受動 と見 るのは,ラ テン文法的な偏見で ある。 この よう
な場合は,主 語seが 複数なのであ る。
確かに,seに は単複 の区別が ないので,seを 複数 とみ なす こと も可能で
ある。Jordanは,動詞 が複数 の場合は受動,単 数 の場合は能動 または受 動
とす る ような取扱 いの不均衡 を正 し,そ れに よってseが 単複 いずれを も表
わす とみ られ る通常の再帰文 と平行 させ る ことを意図 している。
しか し,② の よ うな場 合のseを 複数 とみなす ことには問題があ る。 次の
文を例にす る と,
(7)Selavalasmanos.
(8)Selavanlasmanos,
(7)に対 して(8)のseを複数 とみ なす ことは,不 可能ではないが,こ れ と(2)の
seを同列に論 じる ことはで きない。(7)と(8)には,そ れぞれ単数 と複i数の第
3人称の主語 がすでに存在 し,seは これ ら主語 に対応 してい るにす ぎない。
ところが,Jordanの言 うように,(1)一(3)のseをすべ て非人称の 主語 と
みなす な らば,な ぜseが あ るときは単数で あ り,あ るときは複数 であ るか,
とい う根拠は 明 らかでない。結局,seが 単数か複数 か,つ ま り形式 的には,
これ に対応す る動詞 が単数か複数か とい うことは,∫自由変異であ ることに な
って しま う。Jordanが補語 とみ なすPaciente(Giliが主語 と考 える もの)
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が複数の場合には,動 詞が複数 にな ることが多 い ことは,分 布上証 明で きる
はずであ る。 また,個 人あ るいは地域 の方言 を検討す れば,(2)のような構文
を使用す るか,③ のそれを使 用す るかは,そ の個人 または地域に よっておそ
らく一定 してお り,全 くの 自由変異 ではなかろ うと予測で きる。
もっと も,(2)のよ うな場 合,動 詞 は,補 語 の複数に牽引(atracci6n)さ
れて,複 数 になった と考 えること も不 可能ではな いが,こ の場合,非 人称の
seは常に 単数 とい うことに な り,一 貫性 を持つ反面,な ぜ ある ときは 牽 引
が生 じ,あ る ときは生 じないか とい う問題が依然 未解決 のまま残 る。
結局,Jordanの主張は,再 帰受動文 とse非 人称 とをすべ て 非人称文 と
み なす ことに よって,記 述 の・一貫性が得 られた ように見 えるが,問 題 は主語 ・
のseに しわ寄せ され,棚 上げ されたにす ぎない。 この よ うなseへ の しわ
寄せ が生 じるのは,Jordanがこれ らの文をseを 主語 とす る 能動態 と見 る
ことに 固執す るか らであ る。能動か受動か とい う態 の問題は,ラ テ ン語 の よ
うな語形変化を基 礎 と した体系 と して,と らえ るのでない限 り,態 の定義如
何 にかかってい る。 問題 は,(1)T-(3)のようなse構 文のseを,常 に不定 の
主語 また は非人称の主語 と して考 えることが妥 当か ど うかであ る。
4.主 語の不(特)定,あ るいは非人称 とい う概念は,し ば しば 内容が一
定せず,異 る意味 で使 われ る ことがあ るか ら,明 確に してお く必要 がある。
Academia(1959,259)は,「主語が不定(indefinido)かつ総称的(ge-
n6rico)であ り,特 定の人称(Persona)に関連 させ ることが で きないために
表現 され ない」 動詞の文を非人称文 とよび,ま た能動,他 動を問わず,「 そ
の動詞 の行為者(elagentedelaacci6ndelverbo)は常に不特定(inde-
terminado)であ る」 と言 う。
ここには,明 らかに主語概 念の混 乱がある。Academiaが挙げ ている非人
称文 の例,
(g)Anuncianladerrotadelosmoros.
⑩Seanuncialaderrotadelosmoros.
a】)Sealquilacuartos.
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⑫Sealquilancuartos.
を 比 較 す る な らば,agenteが 不 特 定 で あ る と い う 点 で は 共 通 して い るが,
⑩ と⑫ の 場 合 は,そ れ ぞ れladerrotaとcuartosを主 語 とみ る こ と が 可 能
で あ り,こ の よ うな 場 合,主 語 が 不 特 定 と は 言 え な い 。 ま た,特 定 の 人 称 に
関 連 づ け られ な い と い うの も正 確 で は な い 。 非 人 称 動 詞 は,常 に3人 称 形 を
と る か らで あ る 。
同様 の 矛 盾 がSeco(1953,186)にも見 られ る。Secoは,主 語 の 不 特 定
(indeterminaci6n)をも っ て,非 人 称 文 の 共 通 の 特 徴 と して い る 。 こ こ に は
AcademiaがimpersonalおよびuniPersonalとよぶ 二 範 疇 が と もに 包 含
され る。 非 人 称 文 は,natural,gramatical,eventualおよびpasivaの 斗類
型 に 分 け られ る 。
この 中 で,最 初 の3類 型 に 属 す る文,た と え ば,
⑬UUeVeaCantarOS.
a4Haynoticias.
⑮Llamanalapuerta.
は,い ず れ も確 か に,主 語 が 不 特 定 と言 っ て よ い 。 しか し,第4の 型 の 文,
⑯Elcochehasidorobado.
αわSecuentanverdaderoshorroresdesucrueldad.
は,ど うで あ ろ うか 。 これ らの 文 は,特 定 の 主 語 を 有 して い る。 しか し,
Secoは,こ こで,sujetogramaticalと・agenteの区 別 を 持 ち 出 し,こ の
類 型 に つ い て の み,前 者 で は な く,後 者 を 問 題 に す る。 これ らの 文 に は,文
法 的 主 語 は あ る が,agenteが な い と 言 うの で あ る。agenteが表 現 さ れ な い
受 動 文,segundadepasivaは,すべ て こ の 類 型 に 包 含 さ れ る こ とに な る 。
こ こ で は,主 語 不 特 定 と い う 非 人 称 文 の 前 提 は,崩 さ れ て い る。 さ らに,
Secoが
G8Se.insultabaalosancianos.
O⑳Sebail6hastalastres,
の よ うな 能 動 文 も,こ こ に 含 め て い る の は,不 合 理 で あ る。
ノ
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5.そ こ で,ま ず 主 語(sujeto)の概 念 を 明 確 に して お く必 要 が あ る。 混
乱 を 避 け るた め,文 法 的 主 語,言 い か え れ ば,文 の 形 式 上 の 主 語 に つ い て の
み 主 語 と い う用 語 を 使 うこ と に す る 。 主 語 とは,文 の 中 核 と な る 動 詞 と 人 称
・数 に つ い て,呼 応(concordancia)があ る 文 の 成 分 で あ る。 も っ と も,
呼 応 に は,牽 引 とい う例 外 が あ る。 しか し,こ れ は,文 脈 上 の 一 定 の 理 由 に
よ る も の で あ る か ら,牽 引 に よ っ て 主 語 の 認 定 に 困 難 が 生 ず る と す れ ば,そ
れ は,同 一 性(identificacion)を表 す 連 結 詞(coPula),serを含 む 文 の 一 部
な ど に 限 られ る で あ ろ う。
次 に,不 特 定(indeterminado)と不 定(indefinido)の両 概 念 に つ い て
も,本 論 で は,そ の 用 語 法 を 区 別 す る こ と に した い 。 特 定 とは,文 の あ る成
分 が 形 式 上 実 現(realizar)して い る こ とを 意 味 す る。 不 特 定 は 実 現 して い
な い こ と を 示 す 。 不 定 とは,あ る成 分 に つ い て,そ の 内 容(significado)に
明 確 な 限 定 が な さ れ て い な い こ と を指 す 。
6.文 法 的 主 語 と対 比 さ れ る の は,伝 統 的 にsujetoagenteも し くは
pacienteとい わ れ る概 念 で あ る。agenteやpacienteは,意 味 上,一 定 の
機 能 を 有 す る 文 の 成 分 に 与 え られ た 名 称 で あ る。
今,必 要 の な い 詳 細 は 省 略 して 考 察 す る と,文(oraci6n)は,そ の 中 核
を な す 述 語(predicado)の態 様 に よ っ て,動 詞 的 述 語 を 持 つoraci6npre-
dicativa(叙述 文)と 名 詞 的 述 語 を 持 つoraci6natributiva(帰属 文)に 区 別
で き る 。Longacre(1968,36)は,叙述 文(Longacreの用 語 で は,predication
clause)を劇 に な ぞ らえ て 説 明 して い る 。 す な わ ち,そ れ に は,動 詞 な どに
よ っ て 表 現 され る 話 の 筋,actor,goalなど の 人 物,小 道 具 や 書 割 を 表 示 す
る成 分 が 存 す る 。
こ れ を 言 い か え れ ば,登 場 人 物(人 と は 限 らな い)は 参 与 成 分(partici-
Pante),道具 立 や 書 割 は 従 属 成 分(dependiente)と名 づ け る こ とが で き よ
う。 た だ し,実 際 の 文 で は,こ の 両 者 の 区 別 は,上 記 の た と え ほ どに 簡 単 で
は な い 。
叙 述 文 は,動 詞 を 中 核 と し,通 常,そ の 動 詞 が 表 現 す る 過 程(proceso)
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にかかわ る参与成分が存在 し,さ らに動詞 と参与成分 を修飾す る従 属成分が
随意的 に加わ って成立す るもの と考え られ る。一方,帰 属文の場合,中 心 は
属詞(atributo)にあ り,参 与成分 と属詞 を参与成分に結びつけ る連結詞,
お よび従属成分が時に加わ って成立す るとみ られ る。 文 を成 り立たせ るため
に最小限必要な参与成分 の種類 と範囲は,動 詞 に よって一定 している と考 え
られ る。 この よ うな参与成分 と動詞の 組み合せをそ の動詞の 基礎文型(es-
tructuraesencial)と名づけてお く。
伝統的なagente(以下Aと 記す)ま たはpaciente(以下Pと 記す)と い
う名称は,各 々一 定の機能 を共有す る参与成分に与え られた もので ある と言
うことがで きる。前記 の よ うな混乱は,主 語 とAを 時に混 同す る ところか ら
生 じた もの と言え よう。
主語 とは,基 礎文型 を構 成す る参与成分 の一つ(A,Pな ど)が 話 し手に
選択 され,文 の形式上に特定 された ものであ ると考え られ る。 あ らゆ る文を
通 じて,同 一 の参与成分が常に主語化す るわけではない。 さまざまの文 の主
語 に意味上の共通性が ある とは考え られ ないか らであ る。 あ る文 の主語でな
い参与成分は,補 語(comPlemento)と名づけてお く。一般に,補 語は非常
に広い 意味 で 用 い られ るが,こ の よ うな 場 合にのみ 使 うこと とす る。 従属
成分は,付 加語(adjunto)とよぶ ことに した い。 動詞の付 加語 は,状 況語
(circunstancia1)と名づけてお く。
7.ス ペ イソ語では,語 彙 的に 自立 した主語が見 出 され ない文がめず らし
くない。 しか し,こ れ と主語 が形式上存在 しない こととは,当 然区別 しなけ
れば な らない。 特定の主語 を有す る文に おけ る実現 は,顕 在的(expreso)
であ るか,ま たは陰在的(tacito)であ る。 下記 の文
⑳KiSSingerviajaaMOSCfi・
⑳ViajaaMoscd.
の主 語は,い ずれ も特定 され ているが,㈲ では顕在的,⑳ では 陰在的 であ
る。陰在的 な主語は,人 称代 名詞に よって顕在化す る ことが可能である。陰
在の場 合は,代 名詞化 された主語 の形態素 が動詞 の語尾に融合(amalgame・
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v・Martinet,1967,101s・)してい ると考 え られ る。
しか し,文 に よっては,主 語が顕在的に も陰在的に も存在 しないか,あ る
いは主語の内容 を限定で きない ものがある。 この場 合は,主 語が たまた ま不
定であ るのか,動 詞 の統語的な性質上,常 に主語 をとることがないのか,ど
ち らかであ る。
8.動 詞に よっては,そ の 基礎文型に 全 く参与成分を 含 まない ものが あ
る。 したが って,こ の種の動詞は,原 則 と して,主 語を持つ ことがない。そ
れ は,llover,nevar,tronarのよ うなAcademiaがunipersonalpropioと
よぶ 自然現象を表す 動詞で ある。 この類の動詞 では,自 然現象が一つの過程
と して把握 され てお り,過 程 とそれに対 す る参与成分 とい うように分化 した
表象化が行われ ていない とみ られ る。Secoは,こ の種の動詞では,主 語 が
内在的(interno)であ ると述べたが,本 論で の規定に よれば,参 与成 分(A
く　ラ
な ど)が 未分化であ ると言 った方 が良いであ ろ う。
一 方,基 礎文型に参与成分 を有 していて も,そ れ を主語化す る可能性を全
く許 さない動詞 の文 もあ る。 た とえば,
圃Hacebuentiempo.
鮒Hacetresmeses(quelleg6).
の よ うな 自然現 象 ・時 間を表現す る動詞 お よびaのの よ うな存在を表す動詞 の
文で ある。
以上 の よ うな動詞の文では,原 則 と して主語化が行 われ ないので,形 式上
も常に無主語であ り,英 語,フ ラソス語等 の よ うに 内容 の空虚 な代 名詞 を主
くの
語 に 置 く こ と も な い 。 動 詞 は3人 称 単 数 形 を と る 。 こ の 種 の 動 詞 は,主 語 が
特 定 不 能(indeterminable)であ る。 こ の類 の 文 に 限 っ て,非 人 称 文 と よぶ
(2)未分 化の参与成分が まれに顕現す る ことが ある.rl・記(V・ACademia・262)の
よ うな場 合で あ る.
(a)Amaneci6Dios.
(b)Amaneci6eldia.
(3)時間を表現 す るserは,複 数形 を とる ことが あ るが,こ れ は属詞 に牽 引され た
もの とみ られ る,
スペイソ語のいわゆる非人称および受動のse(寺崎) (25)
(4)
の が 適 当 と 考 え られ る 。 こ れ を 構 成 す る 動 詞 を 分 類 す る と,自 然 の 非 人 称
(imPersonalnatural)およ び 存 在 を 表 すhaberの 非 人 称(impersonalex一
くの
istencial)に二 大 別 で き よ う。 また,別 の 観 点 か ら,固 有(propio)の非 人
称 とhacer,serなど非 固 有 の 非 人 称 に 分 類 で き る 。
9,非 人称でない動詞は,人 称(personal)動詞 と よぶ ことがで き よう。
この種の動詞 は,主 語 の特定が可能であ り,ま た特定 され ていなければな ら
ない。 しか し,特 定 された主語 の内容が限定(definido)され ている場合 と
不定 の場合があ ると考え られ る。
た とえば,文(3)は,A主語 を持つ とみ られ る。 なぜな ら,(3)のvenderは
基礎文型にAとPを 有 し,そ の どち らかを主語化す る動詞 と考 え られ るが,
Pは,す でに補語化 しているため,主 語 はAと 判断す るほかはないか らで あ
る。 しか し,こ のAの 内容は不定であ る。通常 の限定 された内容を もつ主語
が類別的(especifico)であ るとすれば,こ の主語 は,総 称的(gen6rico)で
ある と言 って 良い。
上 記 の 文 のseは,動 詞 が こ の よ うな 不 定 の 主 語 を 持 つ こ と を 示 す 形 態 素
と 考 え られ る 。
10.こ の 不 特 定 の 主 語 を 示 す と 仮 定 し たseは,前 記 のJord6nを は じめ
一 般 にunoと 同 様 の 語 彙 的 資 格 を 持 っ た 主 語 代 名 詞 と 考 え ら れ る こ と が 多
い 。 し か し,こ れ は 妥 当 で な い と 思 わ れ る 。 こ のseが 語 彙 的 形 態 素 で な い
(4)impersonalとは,わ か りに くい 表 現 で あ る.非 人称 動 詞 とい え ど も,3人 称 形 .
を と るの で あ るか ら,im-persona1とは 言 い 難 い.Academiaのunipersonal
(単人 称)と い う用 語 の 方 が 適 当 か も しれ な い.し か し,こ の種 の 動 詞 は,人 称
代 名 詞 を 主 語 に 置 くこ とが ない とい う意 味 で は,こ う よんで も良 い で あ ろ う.
(5)Academiaがunipersonalimpropioに含 め るconvenir,importar,parecer
な ど人 の 判 断 を 表 す 動 詞,な らび に 必 要 を 表 すhayqueと い う動 詞(句)は 〕
非 人 称 とみ るべ きで は な い.な ぜ な ら,前 者 に つ い て,Seco(188)が論 じて い
る よ うに,下 記 の3文
(a)Noconvienequevengas・
(b)Noconvienetuproposici6n・
(c)Noconvienentusproposiciones、
に おけ るquevengasとtu(s)proposicion(es)の機 能 を 区 別 して 考 え る必 要 ・
は な く,い ず れ も主 語 とみ る のが 妥 当で あ ろ うか ら.convenir以外 の動 詞 に つ
い て も同 様 に 考 え る こ とが で ぎる.
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ことは,unoが 主語 と して だけ でな く,補 語あ るいは 付 加語 と しても 実現
可 能であるのに対 し,こ の種 のseは,決 してそ うな らない ことに現れてい
る。
別 の観 点か ら,Perlmutter(1971,36ss・)は,しば しば等価 とされ るuno
とseが 同義でない ことを論証 している。 これを要約す る と,次 の ようであ
る。
(a)unoは,しば しば話 し手 を間接 的に指す。
(b)その場 合,話 し手 が女性であれば,女 性形unaが 使われ,当 然,性
の呼応 も生 じ得 る。た とえば,次 の文。
図Unaestasatisfechaconsigomisma.
seには 以上の ような ことが生 じない。
(c)文㈲ の よ うに複数主語が必要 とされ る ときは,unoは 用い られ ない。
つ ま り,seをunoに 代 えることがで きない。
㈲.Alascincoseempez6allegar.
上 の(a)と(b)は,ともに話 し手が承知 してい る事柄 を意 図的に伏せて表現す
るとい う不定代名詞の一特徴 の現れで ある。 また、 また,(b)のよ うな現象 が
生 じるのは,unoが その意味に性(96nero)の特徴 を含むか らであ る。(c)の
場合 も,unoが 元来,単 数性 を含意 してい るため に生 じるのであ ろ う。た だ
し,(c)におけ るunoとseの 相違 は,Perlmutterがそ こで 述 べて い るよ
うにunderlyingsubjectの相違 に より生 じるとは考 えない。主語不定のse
が,数 の カテ ゴ リアに非関与的(impertinente)であ ることの現れにす ぎな
い と考 え られ る。
この よ うに,unoは 不定性(loindefinido)のほかに性 ・数 な どの意味特
徴 を有す る不定代名詞で あって,そ の点では,alguienなど他の 不定代名詞
と大 きな差異 がない。 これに対 し∫上記 のseは,性 ・数 の意味は含 まず,
もちろん語彙的 な内容は持 っていない。unoの指示 する内容に不定性が含 ま
れてい るにせ よ,unoやalguienが主語で あ る場 合,そ れが類別的で あ る
ことに関 しては,他 の代名詞 が主語で ある場 合 と変 るところはない。
スペ イ ン語 のいわゆ る非人称 お よび受動 のse(寺 崎) (27)
11.こ のseを 含む構文は,ま た しば しば主語不定 の3人 称複数形を とる
動詞 の文 と同 じ取扱いを受け る。た とえば,下 記の文は,
㈲EnFranciasetomacaf6conleche.
鋤EnFranciatomancaf6conleche.
一般に 同義 とされ る。 実際に,(27>の動詞は 形式的には 複数形 を とってい る
が,こ の ような文 におけ る3人 称複数形 は,数 の区別 に非関与的であ る。 こ
の ことは,⑮ の よ うな場 合に,も っとも良 く現れ る。 したが って,上 の文の
動詞にそれぞれ付属す るseと 一nは,同 義 の文法的形態素 と考 えて 良い。
Aを 基礎文型 に有す る動 詞(こ れをacci6n動詞 と名づ け る).を例に とる
と,こ のseと 一nは,Aが 主語 であって,し か もその内容が不定であ るこ
とを表現 してい るとみ られ る。 上記の2文 は,そ の例 であ る。
12.あ る動詞 の主語が不定であ るとは,そ の動詞が参与成分 の中のいずれ
かを主語 と して特定 してい るに もかかわ らず,そ の内容が限定 されていない
とい うことである。
補語の場合,あ る動詞がそれ をと り得 るに もかかわ らず,文 面に特定 され
ていなければ,そ の内容は当然不 定であ る。その不定 は,形 式上の不特定 に
よって表現 され る と言 って も良い。 これに対 して,主 語 の不定 は"se+動
詞語幹"ま た は"動 詞語幹+-n"に よって示 され る と考 え られ る。
た とえば,動 詞comerは,基 礎文型にAお よびPを 有す るとみ られ るが
下記の文 では,
(28)Pedrocomelasfrutas.
限定 されたAが 主語化 し,Pも 特定 されてい る。て れに対 し,圏 では,
凶Pedrocomeenlacasa.
P補語が不特定であ るか ら,Pは 当然不定 であ る。囲では,
岡Secomenlasfrutas.
Pが 主語化 してお り,こ の ことは 動詞 の 呼応に よって 示 されてい る。 これ
は,い わゆ る再帰受動文で ある。Aは 不定 であるが,㈱ の ように補語 と して
特定す る ことが可能であ る。
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圃SecomenlasfrutasporPedro.
一方 ,主 語のAを 不定化す ると,働 または岡 が派生す る と考 え られ る。
岡Secomelasfrutas,
倒Comenlasfrutas,
補語 の場合 との違 いは,人 称動詞で は,動 詞 の語尾が特定 の主語を必ず表示
す るので,主 語が不定 である ことはseま たは 一nと い う形態素を付属 させ
なければ表現で きない ことであ る。
一般に ,不 定主語 と して実現 す る参与成分は,acci6n動詞 の場合はAで
あ る とみ られ る。 主語不定 の文 は,主 語限定 の文が主語 中心 の表現であ るの
に対 し,過 程中心(enfocadoalproceso)の表現 であると言 え よう。
冒頭に示 した文の中,(2)ではAは 不定であ るが主語(P)は特定 されてい る。
(3)一⑤ は主語不定 であ る。(1)は,どち らの解釈 も可能で ある。 しか し,ス ペ
イ ン語 では,限 定 主語 の文 が もっとも常用 され る型であ って,基 本的 と言え
るのであ り,こ れに反 して,不 定主語の過程 中心型 の文 は,周 辺的であ り,
有標(marked)の場合であ る とみ られ る。 したが って,こ の種 の文は,特
別 な理 由が見つか らない限 り,不 定主語の文 と見 るべ きではなか ろ う。
13.主 語不定 のse能 動文 に対比 して,文(1),(2),(6)などのse再 帰文 で
は,動 詞がPを とる他動詞 であ って,い ずれ も主語がPで あ り,し か もPが
無生物(inanimado)であ ることがその特徴であ る。 これ は,い わゆ る再 帰
受動文 である。 ここでは,仮 に無生物P主 語再帰文,あ るいは簡単にP主 語
再帰文 と名づけてお く。 これに対 して,一 般のAを 主語 とす る再帰動詞が構
成す るのはA主 語再帰文であ る。
前記 の文の よ うに受動 とみ られ るP主 語 再帰 と能動 とみ られ るA主 語再 帰
の動詞 を示差す る形式 的な特徴 はない。そ こか ら,再 帰受動 とは,実 は不定
主語 の能動文であ るとす るJordanにみ られ る ような考 え方が生 じるわげで
ある。再帰受動文を不定 主語 の文 であるとす ることは,先 に述べた理 由に よ
って,と る ことがで きない。一方,再 帰動 詞が形式 上お しなべ て能動であ る
とみ なされ る(形 式 上の観 点か らだけ見れば受動 とみなすべ き根拠がない)
スペイン語のいわゆる非人称および受動のse(寺崎) (29)
がゆ えに,主 語はすべ てAで あろ うと判断す るのは,短 絡的であ る。 スペ イ
ン語 では,再 帰動詞の形式 のみを見 て,能 動 か受動かを決定す ることはでき
ない。再帰動詞の主語 は,Aで もPで もあ り得 る と考 え られ るか らである。
ここで重要 なのは,ス ペ イソ語 の名詞 ・代 名詞 における有生 物(animado)
・無生物 の類別であ る。 この対 立は,い わゆ るacusativoPersona16のPが
前置詞aを とる こと,男 性単数 の人称代名詞対格le/loの対 立,そ して,再
く　　
帰受動文 の主語 の制 限な どに現れ る。 この類別は,も ちろん生物学的 な生物
・無生物 の分類 と異な り,言語的 な ものである。有生物の特徴 は,意 志(vo-
luntad)を有 し,そ れゆ え潜在的に行為能 力を有す るとみな され ることであ
ろ う。 したが って,有 生物は第一 次的 にAと な り得 る資格 を持 ってい る。一
方,無 生物は無意志であ って,他 動詞 の文では第一 次的 にPで あ る ことが期
待 され る存在 である。
A主 語 の文 を能動文に よぶのに対 し,受 動文は,Pが 主語 であ ることがそ
の必要条 件である。再帰受動文では,さ らにPが 原 則 と して無生物でなけれ
ばな らない とい う制限があ る。 有生物 のPが 主語化す る と,Aが 主語 であ る
能動文 と区別がつか な くな るか らである。
14.P主 語再帰文,た とえば(1)と(2)は,図の ような
図Avendeesta(s)casa(s).
A主 語 の非再帰能動文 か ら派生 した と考 え られ る。動詞venderは,基礎文
型 にAとPを 有 し,こ の ようなacci6n動詞で は,Aを 主語 とす る文が もっ
とも基本的な構 文 とみ られ るか らであ る。P主 語再帰文では,一一般にAが 不
定 の場合が多い。 しか し,こ のAは,前 置詞porに 導 かれ る補語 と して,
(6)のよ うに特定 され得 る。 この ことはP主 語再帰文 のseが 決 して,不 定の
Aを 示す記号ではない ことを証 明 してい る。 したが って,こ のseをGiliの
(6)acusativopersonalll,acusativoanimadoとよぶ方が適確であろう.一般
に,こ の対格は限定されている場奇,前置詞aを とると規定されている,しか し
限定の指標とみ られる定冠詞の有無等と,aの実現は必ず しも一致 しない.む し
ろ,有生物のP補語は原則としてaを とるが,例 外的に無生物扱いを受けるとき
は,aを とらないと考えるべきであろう.
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よ うにsignodepasivaimpersonalとみ る の は,impersonalとい う点 に
関 す る 限 り,正 しい と は 言 え な い と考 え る 。
15.下 記 の 文 は,
駒]しaluzseencendi6.
B6)・Elhielosederriti6.
鋤Elplatoserompi6。
一 般 に ,能 動 の 再 帰 文 と 考 え られ て い る。 しか し,こ れ ら文 の 無 生 物 主 語
は,Aと み な し て 良 い で あ ろ うか 。 この 種 の 再 帰 文 も,porに 導 か れ るAが
特 定 され る と,容 易 に 受 動 文 に 転 化 す る場 合 が 多 い と い う特 徴 が あ る。 た と
え ば,鯛 にAが 加 わ っ た 鮒 は,
圏EIhielosederriti6porJuan.
受 動 文 とみ な さ な け れ ば な らな い し,こ の 場 合 の 主 語 は,Pで な け れ ば な ら
な い 。 こ の 受 動 文 の 主 語 と上 記 の 文 の 主 語 と の 間 に 本 質 的 差 異 が あ る よ うに
は み え な い 。 こ こで,今 まで 特 に 規 定 す る こ と の な か っ たAを 認 定 す る根 拠
と して,次 の よ うな テ ス トを 課 す こ とが で き よ う(v・Anderson,1968)。
"EQu6hizoelsujeto?"の答 と な る文 の 主 語 はAで あ る。 こ の テ ス トに よ
れ ば,上 記 圃 一 鯛 の 主 語 は,い ず れ もAで は な い 。 む しろ,``EQu60curri6
alsujeto?"の答 と な る べ き 文 の 主 語 で あ る。 こ の よ うな 無 生 物 の 主 語 は,
い ず れ もPと み な す こ と が で き る 。
上 記 の 駒 一 勧 は,主 語 が 無 生 物 のPと み な され る に もか か わ らず,受 動 文
とす る の は 適 当 と 思 わ れ な い 。 主 語 がPで あ っ て も,不 特 定 のAの 行 為 に よ
っ て,そ の 動 詞 の 表 す 過 程 が な さ れ た と い う よ り,お の ず か ら(esponta-
neamente)その 過 程 が 生 じた とい う含 意 が あ る よ うに み え る か らで あ る 。
ま た,下 記 の 文 は,
Bg)Ellibrosevendebien.
gO)Estaropanoselavabien.
や は りP主 語 の 再 帰 文 とみ な さ れ るが,な お さ らAの 介 在 は 意 識 され て い な
い と考 え られ る。 これ と 同様 の こ と が,P主 語 再 帰 文 に い わ ゆ る利 害 の 与 格
スペイ ン語 のいわ ゆ る非人称お よび受動 のse(寺 崎) (31)
が加わ ρた場合,た とえば,鋤 が剛 の ように変 った場合に も言え よう。
Ul)selerompi6elPlatoaJuan.
しか しなが ら,こ れ らの場合 も,副 詞や与格 な どの付加語を削除 して しま
えば,岡 一圏 について と同様に考え ることがで きる。上記すべ ての文 の再帰
動詞 は,形 式上非再 帰の能動他動詞か ら派生 した 自動詞 であ るとみ られ る。
た とえば、岡 と翻 は,そ れぞれ囮,幽 の よ うな他動文 と対応 し,
Q2)Juanencendi61aluz.
@翁Juanvendeellibro.
Pが 他動文では補語,再 帰文では主語 にな るとい う関係 にある。他の文 につ
いて も同様の ことが言える。 これ ら両者 の対応は,ergativity(Ande「son;
Fillmore,1968)の関係を反映 しているとみ られ る。
受動 文お よび 自動文を含め,お しなべ て無生物P主 語 の再帰文は,動 詞 自
体 をとれば,受 動か否かを示差 す る形式的 な特徴はない。 自動文 とみ られ る
岡一㈱ の ような場合で も,圃 一㈲に おけ る ような付加語が表現 されていない
ときは,そ の意味が受動 であ る可能性が ある。ただ し,こ れ は能動か受動 か
とい う二項対立で,動 詞 の態 を考 えるか らであ る。それ よりも重要 な ことは
この種 の再帰動詞 の主語が,,非再帰 の他動詞のPと 対応関係にあ るとい うこ
とであ る。
以上 の よ うなことか ら,P主 語再帰文 は,能 動 ・受動の対立 とい うよ り,
能動 ・非能動(inactivo)の対 立 とい う観点か らみた方が 良い と思われ る。
P主 語再帰文におけ る再帰動詞 は,非 能動 であ ると言 える。言いかえれば,
この種 の再帰動 詞におけるseは,真 の意味 の再帰あ るいは受動 の記号 とい
うよ り,こ れ と対応す る能動 の非再帰動詞 に対 して,そ の動詞 が非能動で あ
ること,ま たは,そ の主語 がergativoでない ことを示す記 号で ある と考 え
られ る。 この種のse構 文 の うち,A補 語 が特定 されてい る場 合(た とえば
の
圏)を 特 に 再 帰 受 動 と称 して も 良 い で あ ろ う。
(7)P主語 再帰文 にporで 導 かれ る成分が 存在 す る と して も,必 ず それがA補 語
で あ るとは限 らな).・.たとえば,次 の文
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16.日 本語 とスペ イソ語を比較す ると,前 者では,た とえば他動詞 「トカ
ス(溶 かす)」を基 本形 とすれば,(a)トカス(能 動),(b)トケル(非 能動),
(c)トカサ レル(受 動)の 三種類の形式上 の差異があ るのに対 し,前 者 の他動
詞 は,一 般に,(a)derretir(能動),(b)derretirse(非能動)の 対立があ る
のみで,(b)と(c)の形式上 の差異はない と考 え られ る。 もっとも,ス ペ イン語
に は,"ser+過去分詞"に よって構成 され る分詞受動が存在す るが,こ れは
動詞の第2次 的 に派生 した形式 とみ られ,そ の形式上の特 徴か らも分布上 の
制限か らも,帰 属文(ser+形容詞)の 一種 とみなす方が妥 当と考え る。 一
方 ∫上記の(a)と(b)の区別が再帰化 を要せず,同 じ形式 で実現す ることが可能
な動詞 も少なか らず存在す る。 た とえば,abrir,cambiar,comenzar,mover
な どで ある。
17.非 能動 のseを 持つ再帰文に属す るも う一 つの類型 とみ られ るのは,
下記 の よ うな場 合であ る。
幽lSemeocurri6unabuenaidea.
㈲Semeolvid6eln丘mero.
㈲Semgan七 〇jairapaseo・
これ らの文 の再帰動詞 は,原 則 と して,や は り無生物 のPを 主語 とす る。P
が主語で ある ことは,Pが 複数であ る と,た とえば㈲ の よ うに動詞が呼応す
ることに よって も明 らかであ る。
㈲Semeolvidaronlosn丘meros.
これ らの 文 は,幽 と構 成 が 似 て お り,seの 後 の 与 格 は,い ず れ も 利 害 の
与 格 あ る い は 心 情 的 与 格(dativo6tico)とよば れ る 。 しか し,根 本 的 な 相
違 は,ゆ で は,与 格 が 欠 け て も文 が 成 り立 つ の に 対 し,幽 一 囮 で は 必 須 の 成
分 で あ る と い う こ とで あ る。 利 害 の 与 格 ま た は 心 情 的 与 格 と い う名 称 は,文
(a)Elhielosederriti6porelfuego..
のfuegoをAと み るのは妥 当 と思われ ない.こ れ は手段(medio)を表 す状 況語
で あろ う,こ の こ とは,真 のAが 特定 され る と,
(b)Elhielosederriti6porJuanconelfuego・
の よ うに表現 が変 る ことに よって 明 らか とな る,
スペイン語のいわゆる非人称および受動のse(寺崎) (33)
の随意的な成分つ まり付加語にのみ与えるべきである。上記の文の与格は補
語である。 また,こ れ らの文の動詞は,そ の基礎文型にAを 有す るとはみ ら
れない。動詞が表現する過程は,有 生物の精神作用ない しは外界に対する反
応を内容とす る。 ここで関与的な有生物の成分が与格として実現 していると
考えられる。 この参与成分をreciPiente(R)と名づけておく。 上記の動詞
(8)
は,い ずれ も基礎文型にRとPを 有す るとみ られ る。 この型 に属す るとみ ら
れ る動詞(caer,figurar,perderなど)がP主 語再帰文を構成す る場合,そ
こに表れ るseは,や は り非能動 を示す文法的形態素であ ると考 えて良いで
あろ う。
18.以 上 を要約す る と次の ようにな る。主語が特定 不能の非人称動詞に対
し,人 称動 詞の主語 は常 に特定 され てい る。 しか し,受 動 の場 合を含め て,
主語はagenteとは限 らない。 また,主 語の内容が 完全に 不定 の 場合があ
る。 いわゆ る非人称 のseは,こ の主語不定 を表示す る形態素 であ る。 一方
無生物のpacienteを主語 とす る再帰動詞のseは,非 能動を表示す る形態
素であ るとみ られ る。 いずれ の場 合 も,seは 動詞に 付属す る形態素であ っ
て,自 立的な代 名詞 ではない。
?ー
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